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インタビュー 
 Q：現在の研究内容は？ 
  ブタ胚の体外作出系の高効率化を目指し，体外成熟(細胞質成熟)に着目して実験ナウ． 
  当教室で長年維持してきているハタネズミの生殖補助技術確立にも取り組んでいます． 
  

 Q：大学教員になったきっかけは？ 
  小さくても良いので，自身の手で(今は学生達と)何か新しいことを視続けたかったから． 
  学部生，院生，ポスドク，各時代での恩師や仲間に恵まれたことも後押しになりました． 
  

 Q：近頃、気になっていることは？ 
 （研究）卵母細胞の実験はやっぱり一筋縄でいかないことを改めて痛感ナウ． 
 （教育）研究領域を深く知ってもらうには...／学生に自立して考えさせるには... 
 （日常）ごく最近授かった子供の育て方およびその子の将来． 
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